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3  策定委員会・各種団体・議会・庁内等における主な意⾒ 
1)  策定委員会・各種団体・議会・庁内等における主な意⾒のまとめ 

策定委員会、市民会議、市民、市議会、これからの市役所創造委員会、庁内から寄せられた主な意見を大まかなに分類・整理すると、下表のとおりである。 

主な意見の 

キーワード 策定委員会 
市民会議 

市民意見 
市議会 

これからの市役所創造委員会 

庁内意見 

市 民 の 利 便 性 向 上 を

図 る ワ ン ス ト ッ プ サ ー

ビス 

○窓口・相談のサービスのワンストップ化 

・ 関 係 部 署 が 連 携 し て 市 民 が 動 か ず に 手 続 き ・ 相 談 等 が 済 ま せ ら れ る

こと 

・ 子 育 て ・ 高 齢 ・ 障 が い な ど の 保 健 、 福 祉 、 教 育 に 関 す る 部 署 の 集 約

化を図る 

・誰もが相談しやす い窓口づくり、じっくりと相談に乗っ てもらえる安心

の場づくり 

○ＡＩやＩＣＴを活かした行政サービスの充実（情報弱者への対応含む） 

○ 行 政 機 能 を 官 房 ・ 防 災 系 、 市 民 生 活 系 、 事 業 系 に 集 約 し コ ン パ ク ト な

庁舎とする 

○ 子 ど も の 成 長 に 応

じ た 切 れ 目 が な い

支援が必要 

○ ワ ン ス ト ッ プ で 対 応

可 能 な 新 庁 舎 は 安

心 

○ 療 育 、 幼 児 課 、 子

ど も 支 援 課 、 教 育

委 員 会 等 は 、 連 携

のため集約化する 

○ 高 齢 化 社 会 を 踏 ま

え た ワ ン ス ト ッ プ フ

ロ ア サ ー ビ ス を 実

施すること 

 

○ 現 在 分 散 し て い る 高 齢 福 祉 や 子 育 て に 必 要 な 福

祉 保 険 部 ・ 子 ど も 健 康 部 ・ 教 育 部 門 を 同 じ 建 物 内

に集約する 

○行政機能を 1 つの庁舎に集約し業務効率を高め

る 

○コンシェルジュ機能やアシスト職員を配置したワン

ストップサービスの実現（ＩＣＴの活用） 

○行政機能を集約し無駄を省くコンパクト化を行う 

 

 

防災拠点機能の充実 

○防災拠点として必要な機能の充実 

○災害時に行政が一体となって対応できるよう同じ建物内に職員を配置

する 

○防災に資する広場等の整備 

〇現本庁舎は早急な耐震化が必要 

○ 防 災 拠 点 と し て の

新庁舎を設計 

 

〇 防 災 拠 点 と し て の

機能を備えること 

 

○災害対策本部機能の強化 

○庁舎の耐震化と業務継続可能な設備強化 

○防災備蓄や一時避難に資する機能の充実 

○ 災 害 時 の 広 域 防 災 活 動 利 用 が 可 能 な 空 間 の 確

保 

庁舎周辺との連携性

や既存公共施設の有

効活用 

○ 市 民 の く つ ろ ぎ の 場 と し て 、 コミ ュニ ケ ー シ ョ ン を 大 切 に した 場 づ く り、

交流機能の充実が必要 

〇庁舎・病院跡地の有効活用（広場等）を図る 

○庁舎周辺の緑化、周辺公共施設と連携したにぎわいづくり 

○ 各 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン

タ ー の 有 効 利 用 を

推進する 

 

 ○ 近 接 す る 文 化 会 館 等 既 存 公 共 施 設 と の 連 携 に 留

意すべき 

○ ひ ま わ り 館 な ど 既 存 公 共 施 設 の 再 整 備 に よ る 活

用 

将 来 的 な 事 業 費 負 担

への配慮 

〇コストの抑制を図る 

・ 庁 舎 整 備 等 に 係 る コ ス ト 縮 減 、 既 存 公 共 施 設 の 活 用 も 含 め た コ ン パ

クトな庁舎整備 

・ 現 本 庁 舎 を 継 続 活 用 す る 場 合 は、 耐 震 化 ・ 内 部 改 修 ・ 維 持 費 等 の コ

スト面に留意 

〇引越し・移動、工事のしやすさ等も踏まえた円滑な事業の実現に留意 

〇将来の環境変化に柔軟に対応可能な庁舎づくり（フレキシブルに利用

可能な施設導入、災害時と平常時の有効利用など） 

 〇 行 政 機 能 を 集 約 し

た 上 で 、 無 駄 を 省

く コ ン パ ク ト 化 を 行

うこと 

 

○整備コストのほか整備後のランニングコストの縮減 

○ 庁 舎 内 の 利 用 時 期 が 限 定 的 な 諸 室 の フ レ キ シ ブ

ルな利用 

○ 駐 車 場 は 有 事 や イ ベ ン ト 時 に 多 目 的 な 活 用 が で

きる 

○集中型の庁舎はインフラ関連設備を抑制できる 

その他 

〇市政への関心が高まるような市民に開かれた議会（市民が傍聴しやす

い空間づくり、閉庁時の有効利用など） 

○行政サービスを支える体制の充実（官民協働、住民参加など） 

○ 障 が い 者 が 安 心 で

き る 居 場 所 や 就 労

場 所 が あ る 庁 舎 づ

くり 

 ○質の高い行政サービスを提供する庁舎づくり（フリ

ー ア ド レ ス 、 ペ ー パ ー ス ト ッ ク レ ス 、 多 様 な 働 き 方

の選択、人材育成など） 

○庁舎前広場での青空図書館 
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2)  近江⼋幡市庁舎整備基本計画策定委員会における主な意⾒ 

( 1 )  策定委員会のこれまでの議論の流れ 

策定委員会における、議論の流れ（5 回開催）は以下のとおりである。 

各段階において、市民、市民団体、議会、庁内等の意見を踏まえつつ、議論を

進めてきたものである。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

  

第 1 回 
（7/3（水））  

○ミニ講 演「 地方自 治と 官庁街」  

  ～ み んな でつく る近 江八幡 市新 庁舎のイ メ ージ ～  

○ こ れ ま で の 経 過 等 （ 市 民 意 識 に お け る 普 遍 的 ニ ー

ズ）に つい て  

○ 意 見 交 換 （ 官 庁 街 と 市 庁 舎 の あ る べ き 姿 や 求 め ら

れる役割 について）  

第 2 回 

（8/26 （月））  

○議論 の論 点「近江 八 幡市庁 舎の 具体像」  

○意見 交換 （近江八 幡 市庁舎 の具 体像 につい て） 

○策定 委員 会にお ける議論の 進め 方について  

策定委員会 様々な意見 

市民会議 

・  

市民意見 

 

 

議会 

 

 

これからの

市役所創

造委員会 

・ 

庁内意見 

職員意見 

第 3 回 

（10/2 8（月））  

○新庁 舎の 整備イ メ ー ジ案 につい て 

 （ 新 庁 舎 の 機 能 、 規 模 、 現 庁 舎 の 継 続 利 用 、 新 庁

舎の整 備場 所、配 置パ ターン案 な ど）  

○ 議 論 の た た き 台 案 「 市 庁 舎 整 備 基 本 計 画 の 方 向

性案」  

○意見 交換 （新庁舎 の 整備イ メ ー ジ案 につい て） 

第 4 回 
（12/1 8（水））  

○ 新 庁 舎 整 備 イ メ ー ジ 案 （ 建 設 地 ・ 規 模 ・ 機 能 ） に つ

いて  

 （ 市 選 定 案 の 経 過 と 比 較 、 現 本 庁 舎 の 耐 震 化 に つ

いてな ど）  

○意 見交 換 （ 市選 定整 備案 、現 本 庁舎 の耐 震 化に つ

いて）  

パブリック 

コメント  

○ パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト を 踏 ま え た 修 正 基 本 計 画 に つ い

て 

○今後 の新 庁舎整 備実 現に向けて の意見 について  

第 5 回 
（3/19 （木））  
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( 2 )  策定委員会の主な意見（全体で 5 回開催） 

策定委員会における主な意見は、以下のとおりである。 

 

◆第 1 回策定委員会 

（策定委員会だより Vol.1 より） 
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◆第 2 回策定委員会 

（策定委員会だより Vol.2 より） 
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◆第 3 回策定委員会 

（策定委員会だより Vol.3 より） 
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◆第 4 回策定委員会 

（策定委員会だより Vol.4 より） 
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◆第 5 回策定委員会 

（策定委員会だより Vol.5 より） 
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3)  市⺠会議、その他市⺠の主な意⾒（パブリックコメントまでの意⾒） 
市民会議（市民団体等が様々な意見交換を行う場、1 回開催）、および計画検討

段階で市に寄せられた市民からの主な意見は、以下のとおりである。 

 

a )  市民会議（障がい児者保護者連絡協議会、令和元年 10 月 8 日開催） 

 

◆ワンストップサービスのあり方について 

〇子どもの支援に切れ目がなく、子どもの成長に即して課題への連携が必要。 

〇療育、発達支援、幼児課、子ども支援課、教育委員会は一緒が良い。子ど

もに関する連携が全て可能であることが大事。 

〇高齢者介護の窓口もワンストップ化してほしい。 

〇職員の事務的な対応が来庁者を緊張や不安にさせる。職員の挨拶と声掛け

があり、来庁者に寄り添った話しやすい環境づくりが必要。 

〇ＩＣＴ活用で仕事が効率化されて来庁者の相談が充実すれば良いが、ＡＩ

には情と温か味がないから人との関わりや支援が大切。 

◆既存施設を含めた庁舎の機能や連携について 

〇健診は、一緒でなくてどこでもいい。近くの出張型が理想で行きやすい。

子どもセンターなど行き慣れた場所が良い。 

〇障がい者は、自分の居場所があることや健常者と交流など社会参加を通し

て成長を大きく育む。そういう場所が新庁舎にあれば良い。 

〇庁舎内にコミュニティカフェのような障がい者の就労場所があれば良い。 

◆その他について 

〇窓口にも介助者用のスペースがほしい。 

〇多目的トイレや授乳室が必要。 

〇車いす利用者のためにエレベーターが大きければ良い。 
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b )  その他の市民からの主な意見（パブリックコメントまでの意見：延べ 6 人回） 

 

◆ワンストップサービスのあり方について 

〇子育てや障がい者、教育においてワンストップサービスの強い要望があり、

市民生活関連系の分散化は望ましくない。 

〇新庁舎でもスピーディーに処理し、あちこち行かなくて良いようにしてほ

しい。 

◆防災拠点機能の充実について 

〇近隣の市庁舎も参考にして防災拠点の機能を備え、災害時には危機管理セ

ンターとしての役割を果たせるコンパクトでスマートな新市庁舎としてほ

しい。 

〇頻発する自然災害を鑑み、「強靭な防災庁舎」を重要なテーマとしてとら

えておくべきであり、非常用発電機、備蓄、エネルギーの多重化、自然エ

ネルギーの活用、空調・照明等の高効率機器の活用によるコスト削減など、

非常時の機能維持は特に配慮すべき内容と考える。 

◆既存施設を含めた庁舎の機能や連携について 

〇分棟型の新庁舎整備は、ワンストップサービスが制約されるほか、工期的

なロス、単体の庁舎建設に比べてコスト増につながり経済性や財政的にも

疑問である。 

◆その他について 

〇読書は楽しみの一つだから市役所で本を借りられると良い。 

〇現本庁舎敷地内における新庁舎整備に際しては、既存土中壁の有効活用を。 

〇市民広場の整備に際しては、駐車場は極力周辺市有地の有効活用で確保し、

広場空間の充実に注力すべき。 
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4)  これからの市役所創造委員会、その他の庁内の主な意⾒ 
行政運営の中心的な役割を担っていく若手職員で構成された「これからの市

役所創造委員会」から、新庁舎での働き方や職場環境・機能等について調査研

究した報告書が提出された。意見の概要は、以下のとおりである。 

 

「これからの市役所創造委員会報告書（令和元年 12 月）」より抜粋整理 

◆提案 1 市庁舎機能 

【方針】心地よく、いつまでも使いやすい機能を備えた市役所 

・行政機能の集約  
来 庁 者 の 遠 方 へ の 移 動 が 必 要 と な ら な い よ う 、 来 庁 者 の 用 務 に 応 じ た 機 能 を 集 約 、

ワ ン ス ト ッ プ 化 を 行 う こ と で 、 移 動 を 最 小 限 に す る こ と が 可 能 と な り 、 来 庁 者 の 利 便 性

の 向 上 や 、 職 員 ・ 部 署 間 の 連 携 の 強 化 を 図 る 。 そ の 際 に ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン を 導

入す るこ とで来庁者の 利 便性や 職員 の使いやす さやを 向上 させ る。  

 

・業務効率を高めた部署配置、受付窓口の集約  
窓口対 応の ワンストッ プ 化を行 え るよう 関連 部 署を近 接配 置し、 移動 が 必要 とな る場  

合 で も 、 来 庁 者 の フ ロ ア 移 動 距 離 を 短 く す る 。 そ の た め に 通 路 を 十 字 に し て 部 署 配

置 す る 、 分 か り や す い 案 内 の た め フ ロ ア を 来 庁 目 的 で 色 分 け 表 示 す る 、 業 務 内 容 が

伝 わ り や す い 課 名 に 変 更 す る 、 ス ム ー ズ に 行 き 先 が わ か る 足 元 の ラ イ ン を 設 置 す る

等の対応 を 行い来庁者 に配慮す る。 

 

・心地よい空間作り  
来 庁 者 や 職 員 が ス ト レ ス を 感 じ に く い 市 役 所 に す る た め 、 壁 面 や 床 面 の 色 使 い か ら

照 明 に 至 る ま で 、 空 間 作 り を 工 夫 す る 。 市 役 所 の 案 内 表 示 や 通 知 物 は 、 独 自 の カ ラ

ーやフ ォ ント を用いて統 一感の あるものにする。  

 

・ペーパーストックレスの実施  
業務の円 滑 な執行 や情 報セキ ュリテ ィで問 題が 発生しな い よう 、自 席キ ャビネ ットを  

廃止、 個人 収納ボ ック スの導入 、 電子化に よ る書 類の削 減などを 順 次実施 す る 。 

 

・フリーアドレス（グループアドレス）を採用  
民間企 業で取り入 れ ら れて い るＡＢＷの考え 方 を導入 した仕事の環 境 づくり を行 う 。 

執 務 室 は 、 フ リ ー ア ド レ ス や グ ル ー プ ア ド レ ス を 採 用 し 、 Ｗ ｉ - Ｆ ｉ の 整 備 や 業 務 用 モ

バ イ ル 端 末 を 導 入 し 、 業 務 特 性 に 応 じ た 最 適 な レ イ ア ウ ト に し 、 来 庁 者 に も 働 く 職 員

に も 快 適 と な る よ う 配 置 す る 。  

 

・多用途な空間の活用  
特 定 の 目 的 で 造 ら れ た 部 屋 が 、 目 的 以 外 に 使 え ず デ ッ ド ス ペ ー ス と な っ て し ま わ な

いよ う、 来庁 者や職 員の 多用途 な空 間活用 を推 進す る。  
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◆提案 2 行政サービス  

【方針】 来庁者がストレスフリーな市役所 

・ワンストップ窓口の創設  
各窓 口 で来 庁者 を待 た せ るこ との な い よう 、 来庁 者が 移 動す る こ とな く 行 え る ワ ンスト

ッ プ 窓 口 を 導 入 、 併 せ て 窓 口 専 門 部 署 を 創 設 す る 。 こ れ に よ り ア ウ ト ソ ー シ ン グ を 見

据え た発 展 的な検 討が 可能にな り、 来庁者の 一 連の手続 き が 1 ヶ所 で行え る ため、

利便性が 向 上す る。  

 

・コンシェルジュ機能を備えた総合窓口の設置  
来 庁 者 に と っ て 市 役 所 は 非 日 常 的 な 場 所 で あ り 、 う ま く 自 身 の ニ ー ズ が 説 明 で き ず 、

いく つ かの 部署 をま わ って し ま う 、 専門 職 ご と に 手 続 き 内 容に つ いて 説明 を 受け な け

れ ば な ら な い と い っ た 負 担 が 考 え ら れ る 。 こ れ を 軽 減 す る た め 、 コ ン シ ェ ル ジ ュ 機 能

を 備 え た 総 合 案 内 の 設 置 を 行 い 、 複 雑 多 岐 に わ た る 行 政 サ ー ビ ス に 対 し て 丁 寧 に

案内を 行い、来庁 者に 寄り添 っ た 市民が安 心 で きるサー ビスの 提供 を行う 。  

 

・ＩＣＴ技術等の導入による手続きの最適化  
窓 口 対 応 は 紙 媒 体 か ら Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 等 を 活 用 し た も の に 切 り 替 え 、 申 請 書 の 記 入 や 手

続 き の 簡 略 化 を 行 う 。 ま た 、 Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 を 用 い た 手 続 き に 不 慣 れ な 方 の た め に 出 来 る

限 り 簡 潔 か つ 明 瞭 な 書 式 に し た 共 通 申 請 書 の 導 入 し 、 書 類 作 成 や 押 印 の 手 間 の 軽

減 、 様 式 の 複 雑 さ に よ る 記 入 誤 り 等 を 防 ぐ 。 将 来 的 に は Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 の 活 用 に よ り 自 宅

か ら 電 子 申 請 を 可 能 に し 、 手 続 き の 内 容 に よ っ て は 来 庁 せ ず に 手 続 き を 行 え る よ う

になる等、 利便性の 向 上を目 指す 。 

 

◆提案 3 職員の働き方  

【方針】働きやすい環境を整え、質の高い行政サービスが提供できる市役所 

・職員の自由に使える空間の整備  
職 員 が 自 由 に 過 ご す 場 所 を 確 保 す る た め 、 執 務 室 以 外 に も 、 気 持 ち を 切 り 替 え ら れ

る空 間を 設 置し、 職員 の業務効 率 を上げ、 質 の高い行政 サー ビスの 提供に繋 げ る。  

 

・職員を支援する取組の実施  
既 存 の 取 組 に 捉 わ れ ず 、 新 た に 職 員 が 職 員 を 支 援 す る 仕 組 み づ く り を 行 う 。 例 え ば

所 属 を 超 え た メ ン タ ー （ 後 輩 を 支 援 す る 先 輩 ） 制 度 の 取 組 み 、 職 員 を 紹 介 す る 庁 内

新 聞 の 発 行 な ど 、 部 署 を 超 え た 応 援 体 制 づ く り を す る こ と で 職 員 同 士 の 交 流 に 繋 が

る 。 ま た 、 職 員 育 成 の た め 、 民 間 企 業 と の 人 事 交 流 を 実 施 し 、 組 織 の 活 性 化 と 人 材

の 育 成 に 繋げ る 。 民 間 と の 交 流 は 企業 の ノ ウ ハウ や 内 部 育 成 だ け で は 得 ら れ な い 知

識 や ス キ ル 、 多 角 的 な 視 点 を 職 員 に 身 に つ け さ せ る と い っ た 効 果 が あ り 、 組 織 力 を

培い、質の 高い行政 サ ービスの提 供につなが る重 要な取 組にな る。  
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・内部申請、事務等の電子化  
現 在 、 各 職 場 で の 内 部 手 続 き に 係 る 書 類 申 請 な ど は 効 率 が 悪 い た め 、 紙 や 押 印 で

行 っ て い る 内 部 手 続 き の 電 子 化 を 行 う 。 こ れ に よ り 本 来 の 業 務 に 就 く 時 間 を 増 や し 、

行政 サー ビスの質の向 上や、 時間 外業務の 抑 制に繋げ る 。 

 

・勤務形態の弾力化  
職 員の 離職 や 内定 辞 退 に 繋が る ケ ー スを 防 ぐ た め 、 勤務 体 系の 弾力 化を 行 う 。 部 署

に よ っ て は 自 由 な 勤 務 形 態 が 可 能 と な る テ レ ワ ー ク や フ レ ッ ク ス 制 を 導 入 し 、 多 様 な

働 き 方 が 選 択 で き 「 働 き た い 」 と 思 え る 職 場 と な り 、 職 員 の 質 を 向 上 さ せ る 。 ま た 、 福

利厚 生の 充 実や 、 採用 時の 市役 所 説明 会 や本 市の 魅力 発 信の 充実 、 育児 や 介護 、

配 偶 者 の 転 職 等 の 事 情 に よ り 退 職 し た 職 員 の 再 雇 用 制 度 等 を 導 入 し て い く こ と で 、

リクルートに おけ る良質 な人材の 確 保と転職 等 に よ る貴重 な人材の 流 出を防 ぐ。  
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5)  その他の庁内の主な意⾒ 
その他庁内意見シート等に基づく、庁内の主な意見は以下のとおりである。  
（上記「これからの市役所創造委員会」以外の主な意見を整理）  

 

◆ワンストップサービスのあり方について 

〇市民負担が少ないワンストップサービスの提供や、組織横断連携が図れた

効率的な行政執務連携等の観点からは、行政機能を極力集約する方向が有

効である。  

◆防災拠点機能の充実について 

〇災害対策本部機能の強化が必要である。  

〇庁舎の耐震化と業務継続可能な設備強化が必要である。  

〇防災備蓄や一時避難（特に観光客や帰宅困難者等の避難支援）に資する機

能の充実が必要である。  

〇災害時の広域防災活動利用が可能な空間の確保が必要である。  

◆既存施設を含めた庁舎の機能や連携について 

〇ひまわり館など耐震面含めて有効活用可能な既存公共施設について、再整

備検討を含めて活用を図るべきである。  

〇現本庁舎周辺における新庁舎整備に際しては、近接する文化会館等既存公

共施設との連携に留意すべきである。  

◆将来的な事業費負担への配慮について 

〇整備コストのほか整備後のランニングコスト（維持管理費・補修費など）

の縮減に留意すべきである。  

〇行政機能を極力集約した庁舎整備は、インフラ関連設備投資・運用等に係

るコストの抑制面で有効である。  

〇庁舎内の利用期間等が限られる各種施設（防災対策本部・議会等の諸室）

については、利用しない期間等の多用途利用を図るなど、フレキシブルな

利用が有効である。  

〇将来の人口変動や市民ニーズの変化、職員の執務形態の変化等を見据え、

将来変化にフレキシブルに対応可能な施設内容としていく必要がある。  

〇駐車場は災害時やイベント時における多目的な活用ができるよう、フレキ

シブルな利用に留意すべきである。  

◆その他について 

〇庁舎敷地内広場における交流等の場の提供（青空図書館など）も有効であ

る。  

 

 




